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１月 26 日、陸上十種競技日本記録保持者でジャカルタアジア大会金メダリストの右代啓祐さんを

講師に迎え、東浪見小学校で教育講演会が開催されました。（詳細は 12 ページ）
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▲ 新成人代表　田中　明香里

本
日
は
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出

に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を

催
し
て
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
小
安
議
長
を
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席

を
賜
わ
り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
た
ち
は
今
日
成
人
式
を
迎
え
、

社
会
で
は
大
人
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
自
分

自
身
が
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
か
、
そ

う
な
る
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
二
十
年
間
生
き
て
き
た
中
で
何
を
大

切
に
し
て
き
た
か
、
成
人
と
し
て
新
た
な

人
生
を
歩
む
中
で
何
を
大
切
に
生
き
て
い

き
た
い
か
、
こ
れ
を
機
に
今
一
度
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
十
年
の
人
生
で
多
く
の
困
難
や

選
択
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
た
び
に
周
り
の
人
の
助
言
や
勇
気
づ
け

に
よ
っ
て
人
生
を
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

自
分
の
意
思
で
進
む
べ
き
道
を
選
択
す
る

自
立
し
た
大
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
は
さ
ら
に
誰
か
を
支
え

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
私
た
ち
の
中
に

は
将
来
の
た
め
に
勉
強
に
励
む
人
や
社
会

に
出
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
、
家
庭
の
あ

１
月
13
日
に
中
央
公
民
館
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
品
の
選
定
や
当
日
の
受
付
、
司
会
進
行
な
ど
を
成
人
式
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
、
心
温
ま
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の
記
念
撮
影
が
あ
り
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
　
　
～
平
成
31
年
成
人
式
～

成
人
の
主
張

る
人
な
ど
が
い
て
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の
道
で
も
人

と
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
人
の
た
め
に
生
き
る
、
こ
れ
は
成
人

と
し
て
の
課
題
、
そ
し
て
生
き
が
い
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
家
族
、
先

生
方
、
友
人
、
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
一
宮
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
成
人
と
し
て

の
決
意
を
胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
、
新
成
人

代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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▲ 絵葉書「故加納子爵閣下　肖像ト其ノ筆跡」
（町教委所蔵）

・
産
業
組
合
中
央
会
副
会
頭（
１
９
１
０
～
？
）

・
東
京
競
馬
倶
楽
部
初
代
会
長（
１
９
１
０
～
？
）

・�

一
宮
町
長
、
一
宮
町
信
用
組
合
長
、
一
宮

町
農
会
長
（
１
９
１
２
～
１
７
）

・
日
本
赤
十
字
社
幹
事
（
？
～
？
）

　
政
界
・
法
曹
界
・
教
育
界
・
農
業
界
な
ど

多
種
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
久
宜
は
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
２
月
26

日
、
療
養
先
の
大
分
県
別
府
の
麻
生
家
別
邸

に
て
数
え
72
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

没
後
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
・
一
宮
に
こ
の
よ
う
な
偉
人

が
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
後
世
へ
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
で
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
テ
ー
マ
で
す
が
、
第
１
話

で
日
本
体
育
会
（
日
本
体
育
大
学
の
前
身
）

会
長
と
し
て
加
納
久
宜
が
登
場
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
久
宜
が
つ
と
め
た
主

な
役
職
に
つ
い
て
列
記
し
て
み
ま
し
ょ
う

（
文
字
数
が
多
く
な
る
た
め
、
西
暦
で
標
記

し
ま
す
）。

・
一
宮
藩
主
（
１
８
６
７
～
６
９
）

・
一
宮
藩
知
事
（
１
８
６
９
～
７
１
）

・
岩
手
師
範
学
校
初
代
校
長
（
１
８
７
７
～
７
９
）

・
新
潟
学
校
校
長
（
１
８
７
９
～
８
１
）

・
熊
谷
裁
判
所
判
事
（
１
８
８
１
）

・
大
審
院
検
事
（
１
８
８
２
～
？
）

・
貴
族
院
議
員
（
１
８
９
０
～
１
９
１
９
）

・
鹿
児
島
県
知
事
（
１
８
９
４
～
１
９
０
０
）

・�

全
国
農
事
会
幹
事
（
１
９
０
０
～
０
２
）、

幹
事
長
（
１
９
０
２
～
１
０
）

・
日
本
体
育
会
会
長
（
１
９
０
４
？
～
？
）

・
荏
原
中
学
校
校
長
（
１
９
０
４
～
？
）

・
東
京
競
馬
会
会
長
（
１
９
０
６
～
？
）

・
大
森
倶
楽
部
委
員
長
（
１
９
０
８
～
０
９
）

・
帝
国
農
会
初
代
会
長
（
１
９
１
０
～
１
２
）

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

た
走
り
書
き
に
効
き
目
が
あ
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
旅
館
に
入
っ
て
お
ず
お
ず

と
お
か
み
さ
ん
に
差
し
出
す
と
、
お
か
み
さ

ん
は
、
番
頭
さ
ん
に
、「
○
○
の
間
は
お
客

さ
ん
が
入
っ
て
い
る
の
？
」「
は
い
」「
で
は
、

そ
の
方
々
に
は
別
の
部
屋
に
移
っ
て
頂
い

て
、
こ
ち
ら
を
そ
こ
に
ご
案
内
し
て
」
と
言

い
ま
し
た
。
戻
っ
て
き
た
番
頭
さ
ん
に
つ
い

て
ゆ
く
と
、
な
ん
と
泊
ま
ら
さ
れ
た
の
は
十

数
畳
敷
き
の
立
派
な
部
屋
で
し
た
。
こ
ん
な

展
開
に
な
る
と
は
、
心
の
底
か
ら
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
よ
い
展
開
の
と
き
の

こ
と
で
す
。
い
つ
も
う
ま
く
ゆ
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
泊
ま
る
場
所
を
得
ら
れ
ず
、
寒
い

３
月
の
夜
を
、
三
日
月
を
眺
め
な
が
ら
野
宿

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
人
生
の
不
透

明
さ
を
楽
し
む
旅
、
そ
れ
が
大
ま
か
に
し
か

予
定
を
立
て
な
い
旅
で
す
。
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
た
経
験
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
深
い
も

の
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
人
さ
ま
か
ら
頂
い

た
情
に
対
し
深
く
感
謝
す
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

今
は
、
通
信
技
術
も
発
達
し
て
い
ま
す
の

で
、
す
べ
て
を
細
か
く
決
め
ら
れ
ま
す
。
で

も
、
時
に
は
こ
う
し
た
旅
も
捨
て
が
た
い
も

の
で
あ
る
と
、
わ
た
く
し
は
思
い
ま
す
。

旅
行
が
お
好
き
な
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
旅
行
の
形
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
良

い
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
く
し
が
特
に
面
白
い

と
思
う
の
は
、
一
人
、
或
い
は
少
数
で
の
、

大
ま
か
な
予
定
し
か
立
て
な
い
旅
で
す
。

大
ま
か
な
予
定
し
か
立
て
な
い
と
い
う
の

は
、
つ
ま
り
こ
の
地
方
へ
ゆ
こ
う
、
と
い
う

こ
と
だ
け
決
め
て
、
あ
と
は
現
地
に
行
っ
て

か
ら
決
め
る
と
い
う
形
で
す
。
こ
れ
だ
と
、

困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
想
定
外
の
嬉
し

い
展
開
も
あ
り
、
旅
が
忘
れ
が
た
い
も
の
に

な
り
ま
す
。

若
い
頃
、
友
人
達
３
人
で
東
北
へ
こ
う
し

た
旅
に
出
か
け
た
と
き
、
峠
の
茶
屋
で
夕
方

の
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
ら
、
茶
屋
の
主
人
が

時
間
を
間
違
え
て
乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
が
困
っ
て
い
る
と
、
主
人

は
、
私
た
ち
に
向
か
っ
て
、「
悪
か
っ
た
な
、

こ
の
紹
介
状
を
持
っ
て
ゆ
け
」
と
、
サ
イ
ン

ペ
ン
で
チ
ラ
シ
の
裏
に
「
こ
の
人
た
ち
を
○

○
円
で
泊
め
て
や
っ
て
く
れ
」
と
書
き
、
山

下
に
あ
る
温
泉
旅
館
の
名
を
挙
げ
ま
し
た
。

正
直
言
っ
て
私
た
ち
は
、
冗
談
だ
ろ
う
と
し

か
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

歩
い
て
山
を
下
り
た
わ
た
く
し
た
ち
は
、

そ
の
温
泉
に
着
き
、尋
ね
て
行
っ
て
見
る
と
、

指
示
さ
れ
た
旅
館
は
、
温
泉
街
一
の
立
派
な

元
湯
旅
館
で
し
た
。
ま
さ
か
チ
ラ
シ
に
記
し No.32

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
加
納
家
と
一
宮
」

⑪
加
納
久
宜
と
い
ふ
人
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１
月
29
日
の
臨
時
議
会
で
、
藍
野
和
郎

さ
ん
（
宮
原
区
）
が
教
育
長
に
、
伊
木
敏

枝
さ
ん
（
新
浜
区
）
が
、
教
育
委
員
と
し

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
藍
野
さ
ん
は
、
38
年
間
千
葉
県
教
育
委

員
会
に
奉
職
さ
れ
、
長
生
中
学
校
や
岬
中

学
校
な
ど
の
教
員
を
経
て
、
長
生
高
校
教

頭
や
東
上
総
教
育
事
務
所
指
導
室
長
、
大

原
中
学
校

長
な
ど
を

歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
伊
木
さ
ん
は
、
長
年
子
ど
も
た
ち
へ
の

読
み
聞
か
せ
や
図
書
環
境
整
備
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
保

護
者
代
表
と
し
て
任
命
さ
れ
、
２
期
目
と

な
り
ま
す
。

　
1
月
21
日
に
、
櫻
田
義
孝
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担

当
大
臣
（
写
真
左
か
ら
２
人
目
）
と
森
田

健
作
千
葉
県
知
事（
写
真
左
か
ら
４
人
目
）

ら
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技

会
場
と
な
る
釣
ヶ
崎
海
岸
を
視
察
し
ま
し

た
。
波
の
様
子
や
会
場
の
整
備
状
況
を
確

認
し
、
２
０
２
０
年
の
大
会
成
功
に
向
け

て
の
課
題
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 ■ 

問
合
せ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課　
☎
�
２
１
８
０

大
臣
・
知
事
に
よ
る
釣
ヶ
崎
海
岸
視
察

▲ 釣ヶ崎海岸における視察の様子▲ 伊木敏枝さん

▲ 藍野和郎さん

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
４
５
７
４

教
育
長
、
教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

▲ 万歳三唱

▲ 左から善財房子さん、川崎きよさん、町長、長谷川登さん、関正勝さん

１
月
4
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
町
内
外
の
各
種
団
体
や
企

業
代
表
者
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
集
ま
り
、

新
年
を
祝
い
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
も
の

で
、１
２
２
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
国
会
議
員
の
方
々
等
か
ら
祝
辞

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
抱
負
を
語
り
、

■ 

問
合
せ　
秘
書
広
報
課　
☎
�
２
１
７
５

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

町
の
現
状
・
課
題
に
目
を
向
け
、
町
の
発

展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
冒
頭
で
、
一
宮
町
福
祉

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
関
正
勝
さ
ん
、
長
谷
川
登
さ
ん
、
川

崎
き
よ
さ
ん
、
善
財
房
子
さ
ん
を
表
彰
し

ま
し
た
。
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４
月
か
ら
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
、

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

◆
対　
象

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で

出
産
日
が
２
月
１
日
以
降
の
方

◆
届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
出
で

き
ま
す
。

※�

届
出
の
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
75
歳
以
上
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要
が

な
く
誕
生
日
当
日
か
ら
加
入
し
ま
す
が
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
方
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

◆�

対
象
と
な
る
一
定
の
障
が
い
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
・
3
級

を
お
持
ち
の
方

■ 

問
合
せ
・
申
請
窓
口　
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

■ 

問
合
せ
・
申
請
窓
口　
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

◆
免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

※�

制
度
が
は
じ
ま
る
４
月
以
降
の
期
間
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

①
出
産
前

　
母
子
健
康
手
帳
な
ど

②
出
産
後

　
被
保
険
者
が
生
ま
れ
た
子
と
別
世
帯
の

場
合
は
、
出
生
証
明
書
な
ど
出
産
の
日
と

親
子
関
係
が
わ
か
る
書
類

②�

身
体
障
害
者
手
帳
4
級
を
お
持
ち
の
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

・
下
肢
障
害
4
級
1
号

・
下
肢
障
害
4
級
3
号

・
下
肢
障
害
4
級
4
号

・
音
声
、
言
語
機
能
障
害

③�

療
育
手
帳
（
重
度
の
区
分
）
を
お
持
ち

の
方

④�

障
害
基
礎
年
金
1
級
・
2
級
の
国
民
年

金
証
書
を
お
持
ち
の
方

⑤�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・
2

級
を
お
持
ち
の
方

　
町
で
は
、
町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く

り
を
審
議
、
推
進
す
る
た
め
に
一
宮
町
健

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
任
期
満
了
に
伴
い
、
協
議
会
委
員
を

一
般
か
ら
公
募
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

◆
募
集
人
員　
２
人
以
内

◆
委
員
の
任
期

　

２
０
１
９
年
５
月
１
日
か
ら

　

２
０
２
１
年
４
月
30
日
（
２
年
間
）

■ 

問
合
せ
・
応
募
先　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

5
�
１
０
５
６

*health@
tow

n.ichinom
iya.chiba.jp

一
宮
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
の
募
集

◆
応
募
締
切
日

　
３
月
20
日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
方
法

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
福
祉
健
康
課
健
康

係
の
窓
口
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
一
宮
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

窓
口
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
結
果
発
表

　
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
①�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

　
②�

申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
審

査
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
　
（
情
報
非
公
開
）

　
４
月
29
日
任
期
満
了
に
よ
る
千
葉
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
、
３
月
29
日
（
金
）

に
告
示
、
４
月
７
日
（
日
）
に
投
開
票
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ　
選
挙
管
理
委
員
会　
☎
�
２
１
１
２　

5
�
２
４
６
５

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
ま
た
、小
学
校
の
入
学
式
に
伴
い
、第
１

投
票
所
は
、中
央
公
民
館
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、１
区
か
ら
７
区
の
１
、７
区
の

２
、
宮
原
区
に
お
住
い
の
方
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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広報 6

▲ 野中海渡さん（下段左）、野口夢葉さん（下段中央）

　
今
年
は
最
後
の
一
宮
藩
藩
主
・
加
納
久

宜
公
の
没
後
１
０
０
年
の
年
で
す
。
こ
の

節
目
に
機
運
醸
成
の
た
め
連
続
講
座
「
加

納
家
と
一
宮
」（
全
５
回
）
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
５
回
目
の
今
回
の
講
座
は
、
加
納
久

朗
と
吉
田
茂
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
す
。
町
教
委
が
所
蔵
す
る
「
加
納
家
史

料
」
の
中
に
は
約
30
通
の
吉
田
茂
の
書
簡

　
1
月
13
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
行
わ
れ

た
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
の
表
彰
式
に
お

い
て
、
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校
が
「
津

波
ぼ
う
さ
い
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
自
然

の
脅
威
や
生
命
の
尊
さ
、
と
も
に
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
「
ぼ
う
さ
い
教

育
」
の
推
進
の
た
め
に
先
進
的
な
活
動
を

顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
度
、
同
校
４

年
生
の
野
中
海か

い

渡と

さ
ん
、
野
口
夢ゆ

め

葉は

さ
ん

が
ラ
ッ
プ
調
の
音
楽
に
の
せ
て
防
災
の
大

切
さ
を
訴
え
る
音
楽
作
品
「
ラ
ッ
プ
♪
防

災
」
の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、
見
事
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

　
「
ラ
ッ
プ
♪
防
災
」
は
、
動
画
配
信
サ

イ
トY

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

で
も
配
信
し
て
い
ま

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
秘
書
広
報
課　
☎
�
２
１
７
５

平
成
30
年
度
文
化
財
連
続
講
座「
加
納
家
と
一
宮
」第
５
回「
加
納
久
朗
と
吉
田
茂
」

ラ
ッ
プ
♪
で
防
災

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
・
戦

後
の
彼
ら
の
交
流
と
人
物
像
に
迫
り
ま

す
。

◆
と　
き　
３
月
23
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
（
２
時
間
程
度
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室

◆
講　
師　

�

柴
田 

紳
一 

氏

　
　
　
　
　
（
國
學
院
大
學
文
学
部
准
教
授
）

※
入
場
無
料
、
申
込
み
不
要

す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。（Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

上
で
「
長
生
特
別
支
援
学
校
」
な
ど
と
検

索
す
る
と
視
聴
で
き
ま
す
。）

　
町
で
は
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
ま
た
は
転
倒
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
人
等

の
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
町
内
全

域
の
通
学
路
等
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
ま
た
は
改
修
工
事
に
対
し
て
補
助

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。

　
本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
方
が
税
金
の
滞

納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件
等
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
住
宅
）

　

町
内
に
自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
、

通
学
路
等
に
面
す
る
安
全
性
の
確
認
が
で

き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
予
診
票
が
変

更
と
な
り
ま
す
。
４
月
以
降
に
接
種
を
す

る
予
防
接
種
の
予
診
票
は
、
接
種
時
期
に

合
わ
せ
て
配
布
し
ま
す
。
現
在
の
予
診
票

が
４
月
以
降
に
お
手
元
に
残
っ
た
場
合

は
、新
し
い
予
診
票
と
交
換
が
必
要
で
す
。

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
修
工
事
に
補
助
金
が
出
ま
す

小
児
定
期
予
防
接
種
予
診
票
が
変
更
さ
れ
ま
す

◆
対
象
と
な
る
工
事

　
町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
除
く
工

事
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
っ
た

部
分
に
軽
量
フ
ェ
ン
ス
ま
た
は
生
垣
等
を

設
置
す
る
工
事
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

◆
補
助
率
及
び
補
助
金
額

　
補
助
対
象
工
事
に
要
す
る
額
の
50
％
に

相
当
す
る
額
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

補
助
金
額
が
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

50
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

※�

４
月
１
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

事
業
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市

環
境
課
窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
換
方
法

　
母
子
健
康
手
帳
と
旧
予
防
接
種
予
診
票

（
色
紙
予
診
票
）
を
お
持
ち
の
上
、
保
健

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
交
換
時
期

　
３
月
１
日
以
降

※�

新
し
い
予
診
票
が
使
え
る
の
は
４
月
以

降
で
す
。
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7 Ichinomiya

▲ 実際にロボット体験をする児童達

　
12
月
５
日
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
対
す
る
興
味
や
好
奇
心
を
喚
起
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
浪
見
小
学
校
・
一
宮

小
学
校
の
６
年
生
が
千
葉
工
業
大
学
先
進

工
学
部
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
に
う
か

が
い
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
千
葉
工
業
大
学
教
授
か
ら
講
義
を
受
け

た
後
、
18
班
に
分
か
れ
20
体
以
上
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
見
学
・
体
験
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
初
め
て
み
る
ロ
ボ
ッ
ト

に
対
し
、
と
て
も
興
味
深
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
15
日
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室

で
、
家
庭
教
育
の
一
環
と
し
て
、
暖
か
い

家
庭
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
親
子
の
絆
を

深
め
る
交
流
の
場
・
子
ど
も
た
ち
に
様
々

な
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、家
庭
教
育
学
級
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、「
手
作
り
木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
・

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
」
を
テ
ー
マ
に
行

い
ま
し
た
。
木
製
の
材
料
に
や
す
り
を
か

け
、
マ
ジ
ッ
ク
で
文
字
や
絵
を
書
き
、
さ

ら
に
色
を
塗
り
、
１
か
所
に
ド
リ
ル
で
穴

を
開
け
、
ひ
も
を
通
し
て
完
成
で
す
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
40
人
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
保
護
者
24
人
の
合
計
64
人
が
参
加

し
、
終
始
笑
顔
や
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
親

子
等
で
寄
り
添
い
、
一
緒
に
な
っ
て
夢
中

で
工
作
を
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　
12
月
と
１
月
に
東
浪
見
小
学
校
と
一
宮

小
学
校
の
6
年
生
を
対
象
に
毎
年
恒
例
の

税
務
課
職
員
に
よ
る
租
税
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
な
ぜ
税
金
が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
お

も
な
税
金
の
種
類
と
仕
組
み
に
つ
い
て
、

ア
ニ
メ
や
ク
イ
ズ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

　
税
金
は
「
み
ん
な
の
社
会
を
み
ん
な
で

支
え
る
た
め
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
」
税

金
の
大
切
さ
を
伝
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
、
最
終
回
と
な
る
第
５
回
目
の
文

化
財
連
続
講
座
「
加
納
家
と
一
宮
」
の
開

催
に
先
立
ち
、ミ
ニ
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
教
委
が
所
蔵
す
る
「
加
納
家
史
料
」

の
中
か
ら
、
吉
田
茂
の
書
簡
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。
あ
ま
り
公
開
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
資
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
３
月
23
日
の
講
座
当
日
は
、
会
場

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
４
５
７
４

■ 
問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
税
務
課　
☎
�
２
１
１
４

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

大
学
生
・
小
学
生
連
携
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
を
通
し
た
学
習
研
究

親
子
で
楽
し
い
手
づ
く
り
工
作
を
し
ま
し
た
！ 

～
家
庭
教
育
学
級
～

も
し
税
金
の
な
い
世
界
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？ 

〜
租
税
教
室
開
催
〜

ミ
ニ
展
示
「
加
納
久
朗
と
吉
田
茂
」と

な
る
公
民
館
大
会
議
室
に
会
場
を
移
動

し
て
、
展
示
を
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
講

座
に
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　

�

３
月
18
日
（
月
）
か
ら
22
日

（
金
）（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

◆
と
こ
ろ　

�

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
・
小
会

議
室

　
※
入
場
無
料
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▲ あいさつをする支団長

▲ 受章する消防団員たち

−

第
４
支
団
表
彰
伝
達
式
並
び
に
平
成
31
年
消
防
出
初
式

−

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
３
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

分
団
名

一
宮
・
新
地
・
船
頭
給
・
海
岸
地
区

一
宮
地
区
・
宮
原
地
区

東
浪
見
地
区

対　

象　

地　

区

　
１
月
12
日
に
中
央
公
民
館
で
第
４
支
団

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

消
防
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
は

総
勢
32
人
の
団
員
と
３
人
の
ご
夫
人
が
受

章
さ
れ
、
そ
の
後
、
長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
出
初
式
が
、
茂
原
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
消

防
団
長
の
訓
示
の
後
、
管
内
小
学
校
の
作

品
か
ら
選
ば
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

や
、
消
防
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
団
員
や
団

員
の
夫
人
に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
消
防
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
第
４
支
団
（
一
宮
町
）
の
受
章
者

☆
千
葉
県
知
事
表
彰

　
精
勤
章

　
第
１
分
団
長　
　
　
　
　
内
山　
靖
之

☆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

　
防
災
危
機
管
理
部
長
章

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
関 

修
也

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
関 

圭
二
郎

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
田
中 

毅

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
鵜
澤 

伸
行

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
中
山 

崇
広

　
第
２
分
団
第
４
部
団
員　
田
中 

昭
光

　
第
２
分
団
第
４
部
団
員　
髙
橋 

克
佳

☆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
精
勤
章

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員　
吉
野 

了
史

☆
管
理
者
表
彰

　
功
労
章

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
小
畑 
憲
二

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
片
岡 
靖

☆
千
葉
県
消
防
協
会　
長
生
支
部
長
表
彰

　
功
労
章

　
第
３
分
団
長　
　
　
　
　
井
上 

敦
夫

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
長
谷
川 

弘
之

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
河
野 

和
也

　
第
２
分
団
第
１
部
部
長　
安
藤 

一

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
小
安 

久
則

　
第
３
分
団
第
３
部
団
員　
東
海
林 

尚
貴

　
精
勤
章

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
鵜
澤 

周
平

　
第
１
分
団
第
２
部
団
員　
小
安 

良
輔

　
第
１
分
団
第
３
部
班
長　
鵜
沢 

太
輝

　
第
１
分
団
第
４
部
部
長　
小
関 

一
彰

　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
川
島 

洋
平

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員　
片
岡 

俊
陽

　
第
２
分
団
第
３
部
部
長　
近
藤 

暁　

　
第
２
分
団
第
４
部
班
長　
渡
邉 

聡

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員　
細
野 

稔
貴

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
近
藤 

匡
彦

　
第
３
分
団
第
３
部
班
長　
小
林 

充
幸

☆
団
長
表
彰

　
精
勤
章

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
髙
梨 

将
史

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
岡
田 

康
雄

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
伊
原 

正
樹

　
優
良
部

　
第
２
分
団
第
２
部

☆
千
葉
県
長
生
地
域
振
興
事
務
所
長

　
内
助
功
労
章

　
第
２
分
団
長
夫
人　
　
露
﨑 

佳
世

☆
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団
長

　
内
助
功
労
章

　
第
２
分
団
第
１
部
部
長
夫
人 

安
藤 

多
加
代

　
第
２
分
団
第
２
部
部
長
夫
人 

中
村 

可
奈

※�

各
分
団
の
対
象
地
区
は
次
の
と
お
り
で

す
。
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旧
東
浪
見
農
協
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
、

周
辺
機
関
へ
の
御
用
の
際
な
ど
に
駐
車
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
駐
車
場
へ
の
入
り
口
は
、
写
真
中
に
矢

印
で
示
し
た
部
分
で
す
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
、
右
記
目
的

以
外
で
の
長
時
間
に
わ
た
る
駐
車
は
、
ご

遠
慮
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
駐
車
場
内
に

お
け
る
事
故
に
つ
き
ま
し
て
、
町
は
一
切

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

　
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
11
月
、一
宮・

福
島
県
勿
来
・
茨
城
県
大
津
の
３
か
所
の

基
地
か
ら
、
日
本
軍
の
秘
密
兵
器
「
風
船

爆
弾
」
が
ア
メ
リ
カ
本
土
に
向
か
っ
て
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
２
０
１
９
年
は
そ
の
打
ち
上
げ
か

ら
75
年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
戦

争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

教
育
委
員
会
で
は
、
風
船
爆
弾
に
つ
い
て

の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

旧
東
浪
見
農
協
跡
地
の
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て

風
船
爆
弾
に
関
す
る
お
話
や
資
料
の
情
報
を
探
し
て
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
記
憶
」
を
「
記

録
」
と
し
て
残
す
た
め
、
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
風
船
爆
弾
や
戦
争

体
験
に
つ
い
て
、
お
話
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
ぜ
ひ
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
、
う
か
が
っ

た
お
話
の
内
容
の
扱
い
に
は
、
十
分
配
慮

い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
首
都
圏
を
中
心
に
し
た
風
し
ん
の
流
行

を
受
け
、
町
で
は
、
妊
娠
中
の
女
性
が
風

し
ん
に
感
染
し
胎
児
が
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
に
か
か
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め

に
、
風
し
ん
予
防
接
種
の
一
部
費
用
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
接
種
日
に
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
千

葉
県
風
し
ん
抗
体
検
査
（
千
葉
市
・
船
橋

市
・
柏
市
の
検
査
、
他
の
自
治
体
が
実
施

す
る
検
査
も
含
む
）
に
よ
り
抗
体
価
が
低

い
と
さ
れ
た
方
（
Ｈ
Ｉ
法
で
32
倍
未
満
ま

た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ（
Ｉ
ｇ
Ｇ
）法
で
８・
０
未
満
）

◆
期　
間

　
平
成
30
年
12
月
25
日
以
降
実
施
分
～

　
平
成
31
年
3
月
31
日

※�

期
間
内
に
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
・
助

成
金
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◆
助
成
額

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

５
，
０
０
０
円

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　
　
３
，
０
０
０
円

◆
実
施
方
法

１�

．
千
葉
県
風
し
ん
抗
体
検
査
（
無
料
。

対
象
者
は
別
表
の
と
お
り
）
に
よ
り
、

検
査
を
受
け
る
（
抗
体
検
査
の
結
果
は

お
よ
そ
１
週
間
か
か
り
ま
す
）

２�

．
結
果
を
も
ら
い
、
抗
体
価
が
低
い
場

合
、
抗
体
検
査
の
結
果
を
お
持
ち
に
な

り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
予
診
票
を

も
ら
う
。

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

風
し
ん
予
防
接
種
の
一
部
費
用
助
成
を
し
ま
す

３
．
医
療
機
関
に
予
防
接
種
の
予
約
を
す
る

４
．
予
防
接
種
の
実
施

５
．
助
成
金
の
申
請

◆
持
ち
物

　
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
通
知
書
、
領
収

書
、接
種
済
証
、振
込
先
の
わ
か
る
物
（
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）、
印
鑑

別表：千葉県風しん抗体検査の対象者
①妊娠を希望する女性
②妊娠を希望する女性のパートナー
③風しん抗体価が低い妊婦のパートナー
※�上記の方で千葉県内市町村に居住地を有し
ており、風しんの抗体検査歴・予防接種歴・
罹患歴がない者

入り口
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健　康　診　査　の　種　類　及　び　対　象 一部
負担金 内　　　　容 日　　　　程 場　　　所

特 定 健 診
集　団 国民健康保険加入者の 40～ 74歳の方 1,000 円

①問診②尿検査（尿糖・尿蛋白）
③身体計測（身長・体重・腹囲）
④血圧測定　　　　⑤医師の診察
⑥心電図検査　　　⑦眼底検査
⑧採血（脂質・肝機能・血糖・
　　　　　貧血・血清クレアチニン ･尿酸値）

6月 3日～ 14日（6・9日を除く）
（10日間）

※�個別健診は集団健診終了後、医療機関にて
実施

保健センター

個　別 集団健診を受診できなかった方 2,000 円

健 康 診 査
集　団 後期高齢者医療制度加入者

※ 75歳以上の方（一定の障害をお持ちの方は 65歳以上） 無　料

個　別 集団健診を受診できなかった方 無　料

30 歳 代 の 健 康 診 査 集　団 30～ 39歳で職場等で受診機会がない方 1,000 円

肝 炎 検 査
（B型・C型肝炎） 集　団

40歳以上で過去に B型、Ｃ型肝炎ウィルス検査を受けたことがな
い方、また現在、肝炎の治療中でない方。
職場等で、B型、Ｃ型肝炎ウィルス検査を受ける機会がない方

無　料 肝炎ウイルス検査
（B 型・C型） 特定健康診査と同日 保健センター

前 立 腺 が ん 検 診 集　団 50歳以上の男性 500円 採血（PSA検査） 特定健康診査と同日 保健センター

胸部エックス線検査
（結核検診） 集　団 65歳以上の方 無  料

胸部 X線間接撮影 5月 7日～ 10日（10日は午前中のみ）

地区集会所
コミュニティーセンター
保健センター
GSS センター

胸部エックス線検査
（肺がん検診） 集　団 40～ 64歳の方 500円

肺 が ん 検 診
（喀痰検査） 集　団 40歳以上で喫煙指数（1日喫煙本数×年数）600以上の方 500円

喀痰細胞診
※�指定の容器に１日１回、連続３日間たんを
取ります。

9月 4日・5日（容器回収） 保健センター

胃 が ん 検 診 集　団 40歳以上の方 500円 胃部レントゲン間接撮影
※バリウムを飲みます 7月 4日・5日・8日・9日 保健センター

大 腸 が ん 検 診 集　団 40歳以上の方 500円 便潜血反応検査
※指定容器に１日１本、連続２日間採便する。 10月 2日・3日（容器回収） 保健センター

乳 が ん 検 診
（超音波検査） 集　団 30～ 39・42・44・46・48・50・52・54・56・58歳の女性 500円 超音波検査

※女性の技師が行います 4月 9日～ 13日（13日は午前中のみ） 保健センター

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ検査）

集　団
41・43・45・47・49・51・53・55・57・59歳以上の女性 500円

マンモグラフィー
※レントゲン車による検査 4月 9日～ 13日（13日は午前中のみ） 保健センター40歳の女性（助成対象） 無　料

個　別 40歳の女性（助成対象）で集団検診を受診できなかった方 無　料

子 宮 が ん 検 診
集　団

20歳以上の女性 500円

医師による細胞診 7月 16日・17日・26日・27日
（27日は午前中のみ） 保健センター20歳の女性（助成対象） 無　料

個　別 20歳の女性（助成対象）で集団検診を受診できなかった方 無　料

骨粗しょう症予防検診 集　団 20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 骨密度測定（超音波） 10月 31日・11月 1日 保健センター

【問合せ】
■各種検診　福祉健康課（保健センター）	 ☎（40）1055
■特定健診・健康調査
　住民課	 ☎（42）1423
　福祉健康課（保健センター）	 ☎（40）1055

保健センター
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・4 月から町では次の予定表のとおり各種検診を予定しています。
・過去 3 年間（平成 28・29・30 年度）に受診歴がある方には、検診ごとに受診票を送付いたします。
（特定健診・健康診査・骨粗しょう症予防検診・肝炎ウィルス検査以外の検診）
・平成 31 年度に新たに検診の対象年齢になる方には、対象となる検診の受診票を送付いたします。
・�過去 3 年間に検診を受けなかった方で、平成 31 年度に検診を希望される方は、検診ごとに広報等でご案内し

ますので、その都度お申し込みください。

健　康　診　査　の　種　類　及　び　対　象 一部
負担金 内　　　　容 日　　　　程 場　　　所

特 定 健 診
集　団 国民健康保険加入者の 40～ 74歳の方 1,000 円

①問診②尿検査（尿糖・尿蛋白）
③身体計測（身長・体重・腹囲）
④血圧測定　　　　⑤医師の診察
⑥心電図検査　　　⑦眼底検査
⑧採血（脂質・肝機能・血糖・
　　　　　貧血・血清クレアチニン ･尿酸値）

6月 3日～ 14日（6・9日を除く）
（10日間）

※�個別健診は集団健診終了後、医療機関にて
実施

保健センター

個　別 集団健診を受診できなかった方 2,000 円

健 康 診 査
集　団 後期高齢者医療制度加入者

※ 75歳以上の方（一定の障害をお持ちの方は 65歳以上） 無　料

個　別 集団健診を受診できなかった方 無　料

30 歳 代 の 健 康 診 査 集　団 30～ 39歳で職場等で受診機会がない方 1,000 円

肝 炎 検 査
（B型・C型肝炎） 集　団

40歳以上で過去に B型、Ｃ型肝炎ウィルス検査を受けたことがな
い方、また現在、肝炎の治療中でない方。
職場等で、B型、Ｃ型肝炎ウィルス検査を受ける機会がない方

無　料 肝炎ウイルス検査
（B 型・C型） 特定健康診査と同日 保健センター

前 立 腺 が ん 検 診 集　団 50歳以上の男性 500円 採血（PSA検査） 特定健康診査と同日 保健センター

胸部エックス線検査
（結核検診） 集　団 65歳以上の方 無  料

胸部 X線間接撮影 5月 7日～ 10日（10日は午前中のみ）

地区集会所
コミュニティーセンター
保健センター
GSS センター

胸部エックス線検査
（肺がん検診） 集　団 40～ 64歳の方 500円

肺 が ん 検 診
（喀痰検査） 集　団 40歳以上で喫煙指数（1日喫煙本数×年数）600以上の方 500円

喀痰細胞診
※�指定の容器に１日１回、連続３日間たんを
取ります。

9月 4日・5日（容器回収） 保健センター

胃 が ん 検 診 集　団 40歳以上の方 500円 胃部レントゲン間接撮影
※バリウムを飲みます 7月 4日・5日・8日・9日 保健センター

大 腸 が ん 検 診 集　団 40歳以上の方 500円 便潜血反応検査
※指定容器に１日１本、連続２日間採便する。 10月 2日・3日（容器回収） 保健センター

乳 が ん 検 診
（超音波検査） 集　団 30～ 39・42・44・46・48・50・52・54・56・58歳の女性 500円 超音波検査

※女性の技師が行います 4月 9日～ 13日（13日は午前中のみ） 保健センター

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ検査）

集　団
41・43・45・47・49・51・53・55・57・59歳以上の女性 500円

マンモグラフィー
※レントゲン車による検査 4月 9日～ 13日（13日は午前中のみ） 保健センター40歳の女性（助成対象） 無　料

個　別 40歳の女性（助成対象）で集団検診を受診できなかった方 無　料

子 宮 が ん 検 診
集　団

20歳以上の女性 500円

医師による細胞診 7月 16日・17日・26日・27日
（27日は午前中のみ） 保健センター20歳の女性（助成対象） 無　料

個　別 20歳の女性（助成対象）で集団検診を受診できなかった方 無　料

骨粗しょう症予防検診 集　団 20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 骨密度測定（超音波） 10月 31日・11月 1日 保健センター

平成31年度　各種検診・特定健診のご案内



出
来
事

出
来
事

Event Report
Event Report

出
来
事

出
来
事

Event Report
Event Report

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広報 12

▲ ジャカルタアジア大会金メダル ▲ 講演する右代さん

　
町
で
は
、
自
主
財
源
の
強
化
を
目
的
と

し
て
、
町
が
発
行
す
る
広
報
い
ち
の
み
や

（
本
紙
）
へ
の
有
料
広
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掲
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を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
を
活
用
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
１
号
広
告

・
大
き
さ　
縦
５・５
cm
×
横
９・
０
cm

・�

掲
載
料
金　

１
万
円
（
町
内
）、

１
万
５
千
円
（
町
外
）

　
町
で
は
、
自
主
財
源
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化
を
目
的
と

し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
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ー
広
告

を
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集
し
て
い
ま
す
。

◆
広
告
枠
数　
10
枠

◆
広
告
の
規
格

　
・�

大
き
さ　
天
地
60
ピ
ク
セ
ル
、
左
右

１
５
０
ピ
ク
セ
ル

　
・
形
式　
　

G
IF

ま
た
はJPEG

　
・
容
量　
　
４
Ｋ
Ｂ
以
内

■ 

問
合
せ　
秘
書
広
報
課　
☎
�
２
１
７
５

■ 

問
合
せ　
秘
書
広
報
課　
☎
�
２
１
７
５

広
報
い
ち
の
み
や
に
広
告
を
掲
載
で
き
ま
す

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
募
集 ◆

２
号
広
告

・�

大
き
さ　
縦
５・５
cm
×
横
18
・
０
cm

・�

掲
載
料
金　

２
万
円
（
町
内
）、
３
万

円
（
町
外
）

※�

法
令
等
に
違
反
す
る
も
の
、
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
、
個
人
・
団
体
等
の
意

見
広
告
な
ど
、
掲
載
に
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
。

◆
掲
載
料
金　
1
枠　
月
額
５
千
円

◆
掲
載
期
間　

�

4
月
1
日
か
ら
最
大
翌
年

3
月
31
日
ま
で

※�

そ
の
他
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
バ

ナ
ー
広
告
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「夢に向かって」  ～教育講演会～
１月 26日、陸上十種競技日本記録保持者・ジャカルタアジア大会金メダリストの右代啓祐さんを講

師に迎え、教育講演会を開催しました。

約 200人の参加があり、講演ではリオ五輪の本番２か月前に棒高跳びの練習で、棒が折れて大怪我し

五輪絶望と診断されるも「絶対治るとイメージし、やれることをやって１か月で治した」と気持ちを強

く持つ事の大切さ、というメッセージが送られました。

また、五輪選手でしか分からない大会会場の設備や運営等たくさんの方が関わり運営を支えている体

験談についても語っていただきました。
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DV・児童虐待予防セミナー
　　母へのゆるし　～ジブリ宮崎駿作品にみる母と子の和解～
　ＤＶのほとんどは子育て家庭で発生しており、子育て家庭におけるＤＶ及び児童虐待の未然防止等は
特に重要であることから標記セミナーを開催します。
◆と　き　3月 3日（日）午後 2時から午後 3時 30分（午後 1時 30分受付開始）
◆ところ　千葉市文化センター　千葉中央ツインビル 2号館　5階　セミナー室
　　　　　JR・京成千葉駅より徒歩 10分
◆講　師　臨床心理士　光

みつもと

元和
かずのり

憲 氏
◆定　員　140人（応募多数の場合抽選）
◆申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールでの申込
◆申込期限　2月 22日（金）
◆申込用紙請求・申込及び問合せ
　千葉県総合企画部　男女共同参画課　DV対策班
　　☎ 043(223)2376　5043(222)0904　* Kyodo3@mz.pref.chiba.lg.jp

厳冬期に産卵「ニホンアカガエル」 ～一宮ネイチャークラブ～
　12月の収穫祭には元気な子ども達で賑わった松子の田んぼも、今は結氷
し、辺りもすっかり冬景色。動植物はじっと春の訪れを待っています。そん
な寒中に動き始める珍しいカエルがニホンアカガエルです。１〜２月の夜、
騒がしく鳴きながら水田で繁殖活動をします。かつて一宮町に普通にいたカ
エルは環境の変化で激減、現在は絶滅危惧種です。冬の産卵は餌の奪い合い
を避け、天敵がいない時期に成長し仲間を増やす戦略です。環境保全と希少
種の監視は私達の大切な活動の一つです。
【問合せ】　代表：吉田　☎（42）6784　　事務局：矢澤　☎（42）7388
　　　　　Facebook「一宮ネイチャークラブ」で検索してください。
　　　　　会員募集中 !!

行政書士による無料相談会
◆と　き　3月 10日（日）
　午前 10時から午後 2時まで
◆ところ　中央公民館
※予約不要
※相談手続と遺言書作成、成年後見制度、
　�農地法・宅地開発手続き、法人設立に関すること、建設業など各種許認可申請に関すること、在留資
格など国際業務に関すること、など

【問合せ】
　千葉県行政書士会長夷支部相談員　行政書士　森田俊介
　　☎ 090（7417）8330

返しきれない借金で悩んでいませんか？
　千葉財務事務所では無料の債務相談窓口を開設
しています。相談内容により解決のための助言を
行い、必要に応じて法律専門家を紹介します。
◆受付期間　午前８時 30分から正午
　　　　　　午後１時から午後４時 30分
※月～金（祝日を除く）
※秘密は厳守します。
【問合せ】
　財務省関東財務局千葉財務事務所
　　債務相談窓口　☎ 043（251）7830

※これは有料広告です
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今回は ｢事前に知っておきたい老年症候群について ｣のお話の第４回（最終回）です。

※老年症候群とは、加齢に伴う心身の機能低下で、診察や介護を必要とする症状や徴候の総称です。

せん妄

～入院・手術・薬の作用で起こりやすい～

　せん妄とは、軽度の意識障害で、注意力、集

中力、記憶力、判断力などが障害された状態を

いいます。興奮や幻覚、妄想を伴う場合もあり

ます。

　高齢者、とくに認知症のある高齢者に発症し

やすく、入院などの環境の変化や、手術のスト

レス、高熱を伴う病気や薬の副作用、脱水で起

こりやすくなります。転倒や転落につながるこ

ともあるので、正しい診断をあおぎ、適切に対

応しましょう。

廃用症候群・閉じこもり症候群

～使わなければ衰える～

　病気やけがで長期間寝込んだり転倒の不安

から家に閉じこもったりしているうちに、運

動機能や心肺機能の低下、自発性の低下、抑

うつ、人格変化など、心身に障害をきたすよ

うになります。この状態を廃用症候群といい、

これにより、社会との交流が減少した状態を

閉じこもり症候群といいます。

　病気になって安静を要する場合も、早期の

離床、リハビリテーション、適切な精神的援

助で廃用症候群や閉じこもり症候群の予防に

努めましょう。

　また、筋肉は使わなければ萎縮します。閉

じこもり予防のため

にも町で開催してい

る各種教室に積極的

に参加しましょう。

【問合せ】　地域包括支援センター　☎（40）1055

すすまま いいるる介護コーナー介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

弁護士による法律相談
そ う だ ん ご と

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

人  権  行  政  相  談
◆と　き　３月７日（木）
　　　　　午後１時 30分から

午後４時
◆ところ　中央公民館
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要
【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

◆と　き　３月 19日（火）
　　　　　午後１時 30分
　　　　　から午後３時 30分
◆ところ　中央公民館
◆対　象　�町内在住または在勤

の方
※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

町  長  室  開  放  日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・意
見など「生の声」を直接、町長が
お聴きします。
◆と　き　３月 13日（水）
　　　　　午後１時30分から午後５時
※要予約　１人 30分
【問合せ】
　秘書広報課　☎（42）2175
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体育協会
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映画会・誕生会に
　親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　３月６日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
　『心の花たば』他

誕生会
◆と　き　３月 14日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

庭を開放しています

　保育所の庭で遊びませんか？

すべり台・ぶらんこ・ボールや砂

場遊び玩具などがあります。

◆と　き　午前9時から午後3時

　　　　　（月〜金曜日）

※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による
身体計測も行っています。ぜひお
気軽に遊びに来てください。
◆と　き
　3月 5日（火）15組
　　『カードをつくろう』
　3月 19日（火）15組
　　『春をみつけに散歩に行こう』
　午前 10時から午前 11時

（午前 9時 45分から受付）
※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※�お申込みは前日までにお願いし
ます。保育所入所前のお子さん
でしたらどなたでもご参加いた
だけます。

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　３月１日（金）
　　　　　午前 10時から正午
※�要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
　保育所入所前の親子の皆さんを
対象に絵本の貸出をします。
　子どもたちは絵本が大好きです。
絵本は子どもの成長には欠かせな
いものです。小さい頃に見た絵本
は一生の宝物。
【３月のテーマ】
　『春をみつけよう』
　お天気がいい日はポカポカ暖か
くて気持ちがいいですね。お散歩
に出たり、公園に行くといろいろ
な“春”が見つかると思います。
春といったら何を思いつきます
か？絵本の中でも“春”をさがし
てみてください。
　お子さまがグッとくる１冊をぜ
ひ、はらっぱ文庫に探しに来てく
ださい。
◆と　き　午前９時から午後４時
　　　　　（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

　在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間　月～金曜日　午前 9時から午後 3時　予約は要りませんが、登録をしていただきます。
　（ランチタイム正午から午後 1時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）
今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○　寝相アート（対象 0歳児）　3月 6日（水）午前 10時 30分から
○　おおぞらパーティー　3月 13日（水）午前 10時 30分から
【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」☎（42）7424

　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。
絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　３月 13日（水）午前 10時 30分から　参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　手から伝わる愛情アタッチメントで赤ちゃんとのコミュニケーションを育みましょう。※要予約
○　たまひよ部（毎月１回開催）　３月 28日（木）午前 10時 30分から　参加費 300円（お茶お菓子付き）
　　テーマ「春のお出かけ口コミ会」ベビー連れのおすすめお出かけスポットを紹介し合いましょう！
【イベントに関する問合せ】　マミーウェイたまひよ部　☎ 050（3577）1335　tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

お 知 ら せ
公立いちのみや保育所からのごあんない

子育て支援館「おおぞら」

子育て支援室「しおかぜ」

楽しく安全な遊びをしながら、お子さんの成長のお手伝いをします。
入所前の親子の皆さん、お気軽にいちのみや保育所にお申込みください。

【予約・問合せ】
　いちのみや保育所
　　☎（42）2514

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則
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一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

№ 45

一宮手話サークル
　私たち一宮手話サークルは手話の学習と健聴者と聴覚障害を持つ方の交流を深めることを目的に
夜の部、昼の部それぞれに活動をしています。

夜の部の「一宮手話サークル」は月 2回あります。
活動日…第 2・第 4火曜日
時　間…午後 7時から午後 9時
場　所…一宮町中央公民館　

　毎年 12月はクリスマス会、1月はお餅パーティーをやっています。
　手話は心を豊かにしてくれるので、1つでもいいので手話を覚えて欲しいと思います。
　�手話を使ったゲームをしたり、手料理を持ち込んで皆で手話でお話をしながらワイワイ楽しくやっ
ています。真面目に楽しくをモットーに手話を勉強しています。
　子連れママが多いので、子連れも大歓迎です。

昼の部の「一宮ニコニコ手話サークル」は月 1回あります。
活動日…不定期
時　間…午前 10時から午前 11時
場　所…一宮町中央公民館

　愛光保育園の子育て支援館『おおぞら』でも年 3～ 4回活動していますので、ぜひ来てくれたら
嬉しいです。
　ご家庭でよく使う単語 1つだけでも覚えてくれたら嬉しいです。

【問合せ】社会福祉協議会　☎（42）3424　5（42）3439

▲ 「ありがとう」「会いましょう」の手話

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉 法人一宮町 社会福祉 協議 会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）34395 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則
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　がんは日本人の死因の第 1位であり、死亡数は年々増え続けています。しかし、診断と治療
の進歩によって早期発見・早期治療で治せるがんも増えてきています。例えば胃がんの場合、早
期（ステージⅠ期）であればほとんどが治癒します。早期のがんは自覚症状がないことが多いた
め、症状がなくても定期的にがん検診を受けましょう。

胃 が ん 日本人が最もかかりやすいがんです。ピロリ菌もがんの原因になることも。
たばこを吸う人、塩辛いものをよく食べる人等は要注意です。

大 腸 が ん 日本人で 2番目に多いがんです。肥満、お酒をよく飲む人、たばこを吸う人
は注意必要です。また、肉食中心の欧米型の食事が原因ともいわれています。

肺 が ん
かかると死亡率が最も高いのがこのがんです。最大の原因はたばこといわれ
ており、たばこを吸う人はもちろんのこと、吸わない人も受動喫煙に注意が
必要です。

乳 が ん
女性がかかるがんの第１位で、罹患率は年々増加傾向にあります。
検診と並行して自己触診法を定期的に行うことで、より早期発見につながり
ます。

子宮頸がん
20～ 30歳代の若年層で増加傾向にあります。初期には症状がほとんどなく、
自覚症状が現れる頃には病状が進行していることが少なくありません。早期
発見が大切です。

前立腺がん
高齢の男性を中心に、近年急増中のがんです。前立腺肥大症を伴うこともあ
ります。
高齢であること、前立腺がんの家族歴がある人は注意が必要です。

まずは

　定期検診、早期発見！　　平成 31年度のがん検診の日程は 10〜 11ページです。

健康には自信があり、自分はがんにかからないと思い込んでいませんか？
がんは誰にでも発症のリスクがあります。まずは検診を受けてみましょう。
また、症状がなくても定期的にがん検診を受けることが大切です。

  がん検診を受けましょう！！  
保 健 セ ン タ ー だ よ り

節分で余りがちな福豆をおいしくリメイクできます！
大豆イソフラボンたっぷりでサクサクおいしいクッキー
です。

〈作り方〉
①　�サラダ油にきび砂糖をよく混ぜる
※オーブンを 180℃に予熱する
②　�溶き卵を２～３回に分けて加え、分離しないよう、よく混ぜ合
わせる

③　�ホットケーキミックスときな粉を加え、へらで混ぜ、ひとまと
まりになったら福豆を入れザックリ混ぜる

④　�３㎝（厚さ１㎝）くらいに丸
めオーブンで 15分焼く

〈材料〉　　　〈６人分〉
ホットケーキミックス　150 ｇ
きな粉　　　　　　大さじ１
サラダ油　　　　　40g
きび砂糖　　　　　大さじ２
卵　　　　　　　　１個
福豆　　　　　　　20g

福豆クッキー
１人分　280kcal

２月のレシピ
一宮町食生活改善会
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保健センター
【問合せ】  福祉健康課（保健センター）  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事３月

名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） ７ 日（木） 9：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

保

健

セ

ン

タ

ー

2 歳 児 歯 科 健 診
８ 日（金）

受付 13：00 〜 13：15 平成 28年 12月生まれ

3 歳 児 健 診 受付 13：15 〜 14：00 平成 27年 10月〜 12月生まれ

乳 児 相 談 １４日 （木） 受付 13：15 〜 14：00
４ヶ月児・７ヶ月児・１２ヶ月児
※７ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

育 児 相 談（ 予 約 制 ） １９日（火） 9：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親 子 ふ れ あ い 教 室 ２０日 （水）

9 ：30 〜 10：30 あそびの教室
１歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45 〜 11：45 あそびの教室
０歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

献 血 ２６日（火） 受付 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 希望者

あ そ び の 広 場

１ 日 （金） ・４  日 （月） ・５  日 （火）
６ 日 （水） ・１１ 日 （月） ・１２ 日 （火）
１３日 （水） ・１５ 日 （金） ・１８ 日 （月）
２２日 （金） ・２５ 日 （月） ・２６ 日 （火）
２７日 （水） ・２８ 日 （木） ・２９ 日 （金）

９ ：30 〜１２：00
１３：00 〜１６：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
６日（水）１１：００～１１：３０　ボランティア「赤とんぼの会」
２５日（月）１０：３０～１１：３０　ボランティア「ゆりかご」

け ん こ う 運 動 教 室

７ 日 （木）

受付 13：10 〜 13：20

65歳以上の希望者（ワハハ！時間）

保健センター１３日 （水） 〃 （ 貯 筋 体 操 ）

１９日 （火） 〃 （リズム体操）

東浪見けんこう運動教室
４ 日 （月）

受付 9：45 〜 10：00
65歳以上の希望者（ 音 楽 療 法 ）

東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

１８日 （月） 〃 （ワハハ！時間）

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休：�休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

広報 20

日 月 火 水 木 金 土
1 2

子育て相談室「コアラ組」
船頭給獅子舞

3 4 5 6 7 8 9

休 藤島クリニック
☎（47）3056

親子教室「ひよこ組」定例議会（初日）人権行政相談 一宮中学校卒業式

10 11 12 13 14 15 16

休 もといハッピークリニック
☎（36）3537

町長室開放日 定例議会（最終日）
一宮小学校卒業式
経堂祭

一宮どろんこ保育園卒園式

17 18 19 20 21 22 23

休 睦沢診療所
☎（44）2236

東浪見小学校卒業式 法律相談
親子教室「ひよこ組」

休 秋場医院
☎（42）3323

小中学校修了式
東浪見こども園卒園式

連続講座「加納家と一宮」⑤
愛光保育園卒園式

24 25 26 27 28 29 30

休 K・Iクリニック
☎（42）7575

いちのみや保育所修了式 心配ごと相談

31

休 清水医院
☎（42）2950

燃 え る
ゴ 　 ミ
３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

２コース
燃えないゴミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
資源ゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ
１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの
⇒♯8000
直接おかけの場合は
⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00

なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

こども急病電話相談

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）

・診療科目 内科・小児科

・診療時間 20：00 〜 23：00

※ 20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内
☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

夜間急病診療所

いちのみや
広報カレンダー 2019

いちのみや 33
※カレンダーは 3 月の予定です。

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休 ミニ展示


